
産後ケア事業

産後のお母さんを支える体制について説明を。Q

現在実施している、医療機関において宿泊をしてケア
を受けるショートステイ型と日帰りでケアを受けるデ
イサービス型の産後ケアに加え、令和６年度は、助産師
が自宅へ訪問するアウトリーチ型を実施予定である。
３種類とも、母親に対する心理的・身体的ケアや授乳指
導、沐浴などの育児手技の指導や育児・生活の相談を
実施する。

A

9万円

議案
第３１号 下水道事業会計予算

公営企業会計に変わり、どのような点が変わるのか。Q

官庁会計は「現金主義」により会計処理を行うが、企業会計では金銭のや
りとりの有無に関係なく取り引きが発生した時点で費用と収益を計上す
る「発生主義」となる。財務諸表も作成するため、経営状況を把握できる
ようになる。

A

●公共下水道事業特別会計から「下水道事業会計」へ変更

生殖補助医療費助成金

一般不妊治療に加え生殖補助医療に対して助成をするが、その算出
根拠は。

Q

令和３年度まで愛知県が体外受
精・顕微授精の特定不妊治療の助
成を行っており、令和２年度は１５
組、令和３年度は２２組の実績があ
り、増加しているため、想定２５組
とした。

A

500万円

３月11日（月）８人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

◎全文記録（議事録）は、６月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

産後ケア事業

生殖補助医療費補助事業

補助対象

補 助 額

体外受精、顕微授精、男性の不妊手術
※保険適用分

１年間に要した治療費
上限２０万円　

11 10とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日
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１ 大 口 司 郎 ●町職員のワーク・ライフ・バランスについて P.12

２ 岩 下 竜 也 ●書面提出や押印等の制度・慣行の見直しを
●人材確保に関する支援について P.13

３ 熊 沢 直 紀 ●1月20日の町政に関する住民懇談会について P.14

４ 岩村みゆき ●今後のフレイル予防対策について P.15

５ 作 野 桂 子 ●減災対策の推進を
●中学校施設整備は住民の声反映を P.16

６ 岡 島 　 剛 ●タウンバスを中心とした公共交通の現状とこれからについて P.17

７ 水 野 　 晃 ●終活支援事業について P.18

８ 岡 島 政 信 ●能登半島地震に関する防災対策とその現状について P.19


